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イネ科多収牧草における窒素成分の季節的

消長について

西川　広栄・関村　　栄・熊野　誠一

（東北農試）

1．ま　え　が　き

近年牧草の高位生産が唱えられ，年ふ多肥栽培が実施

される債向にある。しかしながら多肥による牧草の体内

成分の変化についての研究は少ない。多収性草種の選定

試験として1964年以来供試された草種のうち，利用2年

目で生草1000吻／α以上の多収を挙げた5草種7品種に

ついて，窒素成分の消長を調査し，収量との関連につい

て若干の知見を得たので報告する。

2．試　験　方　法

試験方法は第1表のとおりで，改良資材の燐酸は成分

で燐酸吸収係数の10％相当である。刈取高さは10用．刈

取回数は年6回としたが，4番刈は，葉腐病の発生がわ

ずかにみられたので，やや早目に行なった。

体内窒素の定量は刈取部乾物につき，セミ・ミクロ・

ケルダール法により硝酸態窒素を含まない全窒素と水溶

性窒素を別々に測定し，その差を蛋白態窒素とした。別

に硫酸銀抽乱　フェノール硫酸とアン㌧モこア水による比

色法によって硝酸態窒素を定量した。

3．試験結果及び考察

1．気象概況：各刈取期間の気象概況を第2表に示し

た。3番刈と4番刈の生育日数は同じであるが，3番刈

までは平年よりやゝ低温で経過し，4番刈で平年に復し

た。また5番刈の平均気温は4番刈と差はないが，日照

時間が2倍以上であった。

2．収量：土壌改良の効果は草種を問わず1，2年目

ともに認められ，特に2年目における増収率が高かっ

た。刈取時期別の収量の推移をみると（第1図），オー

チャードグラスは1，2及び5番刈が高収で4番刈りは

最も低収である。べレニアルライグラスは2番刈りが

高収で．3番刈以降の収量変動は他の草種より小さい。

イタリアソライグラスとトールフェスクは2番刈りから

4番刈りへの収量低下が著るしいが，前者は秋季の収量

が多い。リードキャナリグラスはオーチャードグラスに

似た推移を示している。

第1表　試験方法（成分的／10α）

考

注．1区面培および区制：1区117㌔3連分割試験区
法

栽植様式：1964年5月1日播種，播種量1，200
g／10（Zイタリヤソ郡系4号秋播

土壌改良：深さ20e庇までの土壌の塩基飽和度が

80％相当になるように溶燐と過石を
現物比4：1で施用した。
刈取回数，ただし，最終刈の追肥は
しない。

第2表　気　象　概　況　（1965）
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土壌改良により，オーチャードグラスは1，2と5番

刈が増収し4番刈では無改良区より若干少ない。ペレニ

アルライグラスはどの刈取期においても増収し，夏季の

収量低下がみられない。イタリアソライグラスは夏から

秋にかけて，トールフェスクは年間を通じて，またリー

ドキャナリグラスは1と5番刈の増収が大きい。

土壌改良による増収率は一般に25～40％で，年合計収

量はイタリアソライグラスが生草1．400的／α，ペレニア

ルライグラスが1，200的／αで，その他の草種は1，100～

1，100軸／αであった。魚改良区は全草種が700～800た〟

αであった。

3．形態別窒素濃度の季節的消長

各形態別窒素濃度の刈取期による消長を第2図に示し
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た。

全窒素は概して1，3，4と6番刈が

高く，蛋白態窒素％も同様の傾向があ

る。水溶性窒素％はオーチャードグラス

が夏季にやゝ低いが，他草種では差がな

い。硝酸態窒素％はとの草種においても

4番刈を頂点として春秋に低い。

土壌改良により全窒素％はオーチャー

ドグラスの6番刈．ぺレニアルライとイ

タリアンライグラスの1番刈，トールフ

ェスクの4，5，6番刈が高いが，その

はかはすべて低い。蛋白態窒素％も同様

の傾向にある。しかし水溶性窒素％は土

壌改良によって大きな変化がない。硝酸

態窒素％はイタリアンライグラスを除い

たすべての草種で改良により4番刈が高

くなっている。硝酸態窒素の毒性限界に

ついて0．22986jあるいは0．5％7）などと

言われていたが，その後硝酸加里を危険

率以上に投与しても必らずしも毒害が認

められないという事例1）もあり，結局現

在の時点では刈取った生草の硝酸が湿潤

な堆硫条件下で亜硝酸に変化することに

対する注意が肝要とされている8）。生草

中の硝酸が多いことは，それだけ多量に

亜硝酸が生成され易く危険が伴うことに

なる。本試験で硝酸態窒素が高溝皮を示

したものは，イタリアソライグラス1．2

％とトールフェスク1．6％であって，特

に夏季高温で日照の少ない時に多く，上

述の観点から飼養上注意しなければなら

ないと考えられる。

江原等2）によれば，窒素量を増加する
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ち／10a Orchard grass

と，オーチャードグラスでは硝酸態窒素濃度は増大する

が限度があるのに対し，イタリアンライグラスでは増大

の一途を示すとしている。本試験でも，イタリアンライ

グラスとトールフェスクが夏季に非常に高く，撰似した

季節的推移を示したことは，両者が窒素量の増加に対し

て同じパターソをもつものかも知れない。

VoselO）らは，ペレニアルライグラスの多窒素条件下

での系統間比較において，．多収系統は全窒素％が低く，

蛋白態％は不変で，α－アミノ態窒素％が高く硝酸態窒

素は低いと述べている。

またHoener5）らはとうもろこしで，全窒素％は高か

注．棒グラフは年合計収量．％値は改良による増収率

第1図　刈取期別ならびに年合計収量

ったが，より多くのアミノ態及びアミド態窒素を含み，

硝酸態窒素％が低かったと報告している。このように吸

収された窒素の形態，具体的には体内における硝酸態窒

素％が低く，水溶性窒素％が高いという点は多収性の共

通した特徴のようである。Hageman4）らは，とうもろ

こしで高萩植密度での収量差を決定する原因は硝酸還元

力にあるとし，硝酸還元酵素活性の測定が簡便で重要な

育種選抜法であるとしている。

そこで硝酸還元酵素活性の測定は行なわなかったが，

試みに各形態別窒素の全窒素に対する割合を求め，窒素

同化の様相の草種間差異を調査し第3図に示した。
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第2囲　形態別窒％の季節的消長

4．形態別窒素比率の季節的消長

蛋白態窒素／全窒素％：オーチャードグラスは年間の

変異が比較的小さくほゞ一定し70～釦％である。その他

の草種は夏季に低く，べレニアルライグラスおよびイタ

り7ソライグラスは60～80％，トールフェスク58～75％

リードキャナリグラス65～錮％である。土壌改良により

一般にやゝ低く，特に4番刈が低い。

水溶性窒素／全窒素％：オーチャードグラス15～20％，

ItalianryegraSS

OrchardgrassPerennialr）・egraモS邪系4号Tall

仝窒素60

50

水溶性窒素30

梢醸態窒素20

全窒素10

0

イタリアソライグラス17～26％，トールフェスク20～30

％でそれぞれ4番刈が低いが，ペレニ7ルライグラスは

年間の変動が小さく20～28％であった。この比率は土壌

改良により高まる傾向がどの草種にも認められた。

硝酸態窒素／全窒素％：オーチャードグラス，ペレこ

7ルライグラス，リードキャナリグラスは15％以下，イ

タリアンライグラス25％以下，トールフェスク28％以下

ですべての草種が4番刈を頂点として春秋に低くなって

いる。

土壌改良により4番刈がとくに高く，2，3と5番刈

が低くなる傾向がある。

5．硝酸態窒素／全窒素％と収量との関係

硝酸態窒素／全窒素％は刈取時期が早いほど高く，ま

た気温や日照条件によっても非常に影響される。たとえ

ばAlberd9）によれは，気温が15℃以上では牧草の光合

成′・■ま低下してくるが硝酸態窒素の吸収量が増大し，20～

25℃で硝酸態窒素鮎が最も高いという。気温のみならず

日照も重要な要因であって，藤野）らの報告によれは硝

酸還元は光エネギー必要とすることが明らかになってい

る。したがって高温日照不足の気象条件では硝酸が集填

され易い。換言すれば硝酸態窒素の比率が高まるような

環境条件は，光合成に対しては不良条件であるという○

本試験の硝酸態窒素比率と収量の対数値との関係を片

対数グラフに示すと第4図のように負の相関がみられ

る。主要な3草種を図示するにとゞめる。

一般に出穂期では硝酸態窒素比率が低く収量が最も多

い。しかし国中点線で括った部

fescue ReedCanarygraSS

Potomacc Polyploidmammoth KentLCky3lF．

専守さV専
●・．・．・・．●無改良

か一一改　良
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第3国　全窒素に対する形憩別窒素比率の季節的消長

h〆轟迩

分は6番刈で群を異にしている0

これは短日低温下では分けつが

盛んで蛋白の合成が行なわれ硝

酸態窒素の同化が良いものと考

えられる。しかし伸長よりも分

けつが成長の主体をなしている

ために刈取部収量は少ない。し

たがって，刈取部収量との関連

について，他の時期のものと同

列に論ずることが出来ないもの

と考えられる。

このように季節によって生長

の方向性が異なるために刈取部

の乾物生産に対する窒素の作用

性が異なる。牧草のように，出

穂葛率やその期間が大巾に異な

るものは窒素の利用効率の変動
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第4図　刈取期別乾物牧量と碑酸態窒素比率との関係

句／10a

5　10　15　20　25　30

硝　酸　態　窒　素

全　窒　素

第5回　乾物収量と碑酸態窒素比率との回帰の
革種間差異

も大きいことがこのことから知られよう。

供試5草種について一括したのが第5図である。草種

によって回帰係数及び縦軸との交点が異なる。大別すれ

ばイタリアンライグラスやトールフェスクのように出穂

期間が長く出穂茎率が比較的高い伸長塾がⅠ群オーチ

ャードグラスとリードキャナリグラスのように刈取後分

けつと菓間や節間が若干伸長する中間型のⅡ群，べレエ

アルライグラスのような伸長よりも分けつ主体のⅡ群に

分けられる。回帰係数はとくに分けつ型草種において小

さい。縦軸との交点は伸長型が大きく受光態勢の良否が

関与しているものと思われる。刈取期別の収量変動は分

けつ数よりも主として1本当分けつ重に原因していると

いわれているので窒素同化の効果は伸長型草種に顕著に

現われるものと考えられる9

今後は上記の結果に基づいて，多収性品種の窒

素代謝について栽植密度，培地条件，生育季節・

時期，茎葉部位などを考慮した精密な解析が必要

であろう。

4．む　　す　　ぴ

1．利用2年日で生草1000軸／α以上の収量を

あげた草種について窒素成分の季節的消長を調査

した。

2．土壌改良により全草種が増収し乾物重で25

～40％の増収率であった。

3．一般に土壌改良により全窒素，蛋白態窒素

％はやゝ低下するが水溶性窒素は差がなく硝酸態

窒素は夏季以外は低い傾向がみられた。土壌改良

により水溶性窒素／全窒素％は全草種で高まった。

4．イタリアソライグラスとトールフェスクの硝酸態

窒素％は夏季に非常に高く，飼養上留意せねばならない

事が認められた。

5．硝酸態窒素／全窒素％と収量の対数値との間に負

の相関が認められたが，草種により，また生育季節によ

って，その型は異なることが知られた。
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